
障害者の雇用の促進等に関する法律の改正の効果などにより、民間企業（56人以上規模の企業；法定雇用率1.8％）
に雇用されている障がい者数は 332,811.5人で、前年より 2.2％（約7,000人）増加しましたが、依然として実雇用
率は、1.63%（前年は 1.59%）、法定雇用率達成企業の割合は 45.5%（前年は 44.9%）と十分とは言えない状況です。

そのような中、障がい者専門の人材紹介サービスを提供する株式会社ポジメディアでは、障がい者の就労の機会を拡
大させる方法として、障がい者自らが起業すると言う方法もある、と提案しています。
障がい者自らが障がいを“個性”ととらえ、その個性を活かしたビジネスで起業し成功することが自らの可能性を広
げるとともに、可視化されたロールモデルを提供することが、多くの障がい者に対してのエールになると考えていま
す。

その目的を実現するため、日本で唯一の障がい者が障がい者である個性を活かして起業することを目指すビジネスプ
ランコンテスト『“ユニバーサルベンチャー”ビジネスプランコンテスト』（以下、UVCと略す）を企画しました。

第2回目となる今回は、4月からエントリーの受付を開始し、8月20日にエントリーの締め切りを迎えました。
そして、8月30日（金）に、ファイナリストを決定する一次選考の結果発表を行いました。

また、ファイナリストに選出された 5組は、メンター、実行委員からの支援を受けより深化したビジネスプランを
持って、11月21日（日）に行われる第2回グランプリを決めるファイナルプレゼンテーションに望みます。

■ファイナリスト 5組 （五十音順）

垣内俊哉（大阪府大阪市）
「らくらく大学ナビ ～自宅で手軽にオープンキャンパス～」

砂長美ん（東京都渋谷区）
「近所の生活塾」

近池秀夫（東京都世田谷区）
「日本発の障がいを持つ人に特化したプロダクション」

平林裕一（神奈川県鎌倉市）
「スマートフォンを媒体としたライフスタイル・アプリケーション」

Ryan Allegado（Caloocan City, PHILIPPINES）
「Abled Online－リモートPCサポート」

第2回 UVC一次選考結果・コンテストレポート
http://universal-venture.jp/2/report/100827.html

■第2回ファイナルプレゼンテーション
【日時】2010年11月21日（日） 12：00～18：00
【場所】東京都港区赤坂1丁目2番2号 日本財団ビル2F
【ファイナルプレゼンテーション情報】

http://universal-venture.jp/2/event/final.html
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株式会社ポジメディア
http://posi-media.co.jp/

「障がい者起業家」の輩出を目指す唯一のビジネスプランコンテスト
第2回ユニバーサルベンチャー・ビジネスプランコンテスト

一次選考結果 ファイナリストの 5組を発表

2010年8月30日（月）、障がい者専門の人材紹介サービス“7G-career”を運営する、株式会社ポジメディア（東京都
新宿区、代表取締役社長：オキタリュウイチ）は、障がい者である個性を活かした「障がい者起業家」の輩出をめざ
す、第2回“ユニバーサルベンチャー”ビジネスプランコンテストの一次選考結果となる、ファイナリスト 5組を発
表しました。

ソーシャルブランディングカンパニー
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【株式会社ポジメディア 会社概要】
代表者：代表取締役 オキタ リュウイチ
所在地：東京都新宿区四谷2-10松本館401 TEL：03-6380-6305FAX：03-6380-6365
設立 ：2008年12月4日 資本金：1200万円
事業内容：ブランドクリエイティブ、ソーシャルチェンジ、ソーシャルマーケティング

http://posi-media.co.jp/コーポレートサイト
http://universal-venture.jp/ビジネスプランコンテストサイト【UVC】
http://7g-career.jp/障がい者専門人材紹介サービス【7G-career】
http://seven-gods.jp/ バリアフリー情報クチコミサイト【7G［seven-gods］】
http://ikiteku.net/人生の問題解決カタログ【生きテク】

私たちは、社会の問題をポジティブに解決するブランディング集団です。

【本件に関する問い合わせ】
株式会社ポジメディア内 UVC実行委員会

担当：運営事務局長・清水
TEL：03-6380-6305FAX：03-6380-6365
E-mail：uv-info@posi-media.co.jp
http://www.universal-venture.jp/

■一次選考にあたって 【UVC実行委員会 実行委員長 祖上仁】

それにしても今年の夏は例年にない暑さが続きますね。
この暑さに負けないように UVCもますます燃え上がっていきたいと考えています。

さて、第2回の UVCもあっという間に一時審査の発表となりました。
まずは、エントリーをいただいた方にお礼を述べさせていただきます。ありがと
うございました。

ここ数ヶ月ワークショップにも多くの方々にご参加いただき、事務局の一同としても手ごたえを感じておりました。
が、締め切りの日を迎えて・・・
ワークショップに参加できなかった地方の方々（関西や九州からも）や、今回は海外からの特別エントリーもあり非
常に多様なビジネスプランが本当に数多く集まりました。その数は昨年のほぼ倍近いものです。その数と多様性を目
の当たりにして、改めて社会が UVCに注目し、急激に輪が広がっていることを実感します。

また、今回のエントリーには、すでに事業を行っている方や、すでに起業に向けての準備をしている方からのエント
リーが増えたことが特徴としてあげられると思います。
これは昨年に第一回目の UVCが行われ、社会にいままでにない「障害者が起業する」という価値感が提言されたひと
つの成果だと考えています。結果としてより実践的な事業プランが多く、いずれの事業プランも読み応えがあるもの
で、前回と比べても選考には多くの時間をかけて選考をさせていただきました。

選考に際しては、改めて「アントレプレナーシップ」とは何か、「障害者である個性を活かした汎用性」とは何か、
というユニバーサルベンチャービジネスプランコンテストの本来の趣旨を再度全員で確認をした上で、各プランごと
に意見を出し合いました。

予想通り、投票後の結果は第一回にも似て非常に接戦でしたが、今回、こうして一次選考の結果として 5組のファイ
ナリストを選出させていただきました。
ファイナリストの方々のプランはまだダイヤの原石のような状態です。内部に光るものは感じながら、一方ではまだ
まだ未成熟な部分も感じています。こちらに関してはこれからメンターのサポートを受けながらビジネスプランを一
緒に磨き上げていきましょう！！
そして・・・あとに続く方々に起業家としてのロールモデルとなれるよう頑張ってください。

ファイナルプレゼンテーションまで残り「3ヶ月」。
私たちも“ユニバーサルベンチャー”としての新たな事業モデルが生まれることを望んでおります。
11月に行われるファイナルプレゼンテーションにはどうぞご期待ください。

皆様とまたお会いできることを楽しみにしております。


